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1_はじめに
平成 12年 7月23日～ 27日の 5日間にわたって,第 24回数学教育心理研究国際会議 (p
ME24)が広島国際会議皐を中心として開催 された｡ このPME24は,直後の 7月 31日か
ら7日間にわたって千葉の#張メッセで開催された国際数学教育会議 (lCME9)との兼ね合い










て講演 し.そのメインとして筑波大学附属小学校 6年生の井数の授業をビデオで紹介 した｡後
から知ったことであるが,それは全国的に知られた有名なビデオである｡｢5個のおはじきを
紙の上に投げ,その散らば り具合の大きい人を勝ちとするゲーム｣を児童に体験 させ,その体

































私は平成 11年度より ｢数学が好きになる要因｣を第 3回国際数学理科教育調査 (1995
午)を用いて分析 してきたO平成 11年度に中学校第2学年の分析が終わり.平成 12年度に
小学校第4学年の分析が終わった｡その結果 ｢小 ･中学校 とも,宿席を児童 ･生徒に課した方
が算数 ･数学好きになる｣と育った分析結果を得,それを日本教育情報学会等で発表 し大きな
反響を得た｡
私がこのポスタープレゼンテーションで発表 した内容は,平成 12年 6月の岡山大学算数 ･














































(2) ｢宿題｣や ｢小テス ト｣は,程度に配慮は必要であるが,多いほど ｢数学好き｣になるO
教師は生徒に遠慮せず,指斗力を発揮すべきであるO
(3)学習内容の ｢比例｣が ｢数学好き｣との相関が高く,深める学習に適 した内容と言えるの
で,実際の例を用いて指導することが大切である｡
(4) ｢数学の勉強が楽 しい｣,｢数学はやさしい｣,｢数学は生活で大切だ｣,｢数学を使 う仕事が
したい｣と思えることが ｢数学好き｣につながっている｡本気でそう思える指叫を心掛けて
いかなければならない｡























































































































るから反発 してエスカレー トする部分も多く,教師のス トレスとなってきた｡服装はオプショ
ンである｡オプションに振 り回されるのはやめて,コアの授業に専念 したいものである｡
ただ,人間には壊れていく現象に惹かれる部分がある｡教師の力量が不足 しているのは論外
であるが,力量ある教師がいくら分かりやすい授業を心がけても,授業破壊にしか興味を示さ
ない病的な生徒も確かにいる｡他の生徒の授業を保証するためにも,このような生徒の自宅待
機はやむを得ないであろう｡今までの日本はマスコミも含めて,荒れる生徒の人権を大切にし,
迷惑を被る生徒の人権を犠牲にしてきた｡ しかし舟近は被害を被った者の人権を大切にしよう
と言う動きが出てきた｡これを機会に荒れる生徒の人権は学校とは別の方向で救いの道を考え
るとして,分かる授業に安心して専念ICきる乗鍵を作っていきたいものである0
8.終わLJに
pME24の感想から始まり,最近私が思ってることを書き殴ってしまった｡いくら話題提供と
言っても,あちこちから批判の嵐が聞こえてきそうである｡ しかしこれは,私が中学校,高等
学校,教育委貞会,大学と経験 してきたからこそ首えることでもある｡そして小泉内閣誕生の
興奮が冷めない内に藷論を沸騰 させたいとの思いもあるO学校内の分率が肥大細分化し過ぎた
ことにあまり気づかす,オプションの事務で忙 しい忙 しいと嘆いているo組織に人間が振り回
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されているのである｡教育委員会 も学校に要求する内容が多すぎる｡薙会やマスコミに追求さ
れないためであるが,教育委員会は学校を苦しめるより学校の防波堤とならなければならない｡
また議会やマスコミも少々の落ち度に目くじらを立てず,大きな目で教育をみてもらいたい｡
そ うでなければ本質を忘れた目先だけの教育になってします｡教師も ｢分かる授業のため｣に
全精力を捧げなければならないのは当然である｡
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